
１

芦田文夫教授退任記念論文集の刊行にさいして

経済学部長山田彌

　芦田文夫先生の定年によるこ退職に際して，『立命館経済学』において退任記念論文集を特集

し， ここに刊行することになりました 。

　芦田先生は，２０００年３月３１日をもっ て， 定年により立命館大学教授の職を退かれます。先生は

１９６２年４月に立命館大学経済学部に専任講師として就任されました。それ以来今日まで３８年の永

きにわたって，立命館大学および経済学部の発展のために尽力してこられました。この聞の先生

の多大のご功績をたたえ，そのお人柄を敬愛し，ここにささやかながら記念論文集を編集 ・刊行

し， 先生に贈呈することになりました 。

　芦田先生は１９３４年に京都市にお生まれになり ，１９５３年に京都大学経済学部に入学されました 。

１９５７年３月に同学部を卒業され，引き続き同大学大学院経済学研究科に進学して研究者としての

スタートを切られました。そして５年後の！９６２年３月には大学院博士課程を単位取得退学され ，

同年４月に本学経済学部専任講師に就任，１９６５年に助教授，１９７２年には教授に昇任されました 。

先生は本学就任以来３８年にわたって，経済理論，社会主義経済論，比較経済体制論，ロシア ・東

欧経済論などの科目担当者として学部および大学院の教育に当たられる一方，研究面ではソ連や

東欧の社会主義経済に関する研究を，とりわけ１９８０年代末以降はこれら社会主義体制の崩壊と体

制転換の過程の歴史的 ・理論的研究を，終始変わらぬ真撃な研究姿勢で精力的に取り組まれてこ

られました 。

　まず１９６８年に，様々な経済制度を人類史的視点から所有制を軸として検討した共同研究の成果

として『経済学の基礎一所有の歴史　』を共著者として出版されました。また，大学院以来のテ

ーマであるソ連や東欧の社会主義体制における経済メカニズムとりわけ「経済改革」への動向に

ついての研究成果を ，１９７６年に『社会主義的所有と価値論』として刊行されました。この本は詳

細なソ連における理論史的整理をもふまえつつ，６０年代半ばから始まるソ連 ・東欧の「経済改

革」ｒ民主化」への動きを，経済学の最も基礎的な理論としてのｒ所有論」とｒ商品生産 ・価値

法則論」を２つの軸において論理的に追跡していくという課題に取り組んだ気鋭の労作で，この

著作で先生は京都大学から経済学博士の学位を取得されました。さらに，１９７６年出版の共著書

『現代日本と社会主義経済学（下）』では，先進資本主義国での「民主主義的改革」と杜会主義国

の「経済改革」とを対比させ，計画化，企業の自主性と企業間協力，経営参加なとの課題を将来

展望的に展開され，ついでソ連の「社会主義的所有」の成熟度に関する共同的実証的研究の成果

である１９８１年出版の編著書『ソ連社会王義論一現状と課題　』では，最も基層をなす生産力側面

において，生産の集積と集中，分業と協業，専門化と協業化，合同化とコンビナート化にどのよ

うな遅れとゆがみがあるかを析出されております 。
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　１９８０年代末の社会主義体制の崩壊以降先生は，グローバルな市場経済化の動きの中でロシアや

東欧の「旧杜会主義」からの体制転換がどのように行われつつあるのか，大きな文明史的視点で

みてそれがとのような意味を持っているのかを基本的なテーマにして精力的に研究に取り組まれ

てきましたが，それらの一連の研究は１９９８年の著書『ロシア体制転換と経済学一文明史における

市場化一』として結実しています。この本で先生は，たんに現在進行しつつある体制転換過程の

経済的な現実の展開を追うだけでなく ，他方でそれらをめぐる経済学の理論体系の展開をたどり ，

この両者を絶えず相互に交差させることによって現実の過程のより深い文明史的 ・理論的視野か

らの位置づけをおこなうという困難な課題を自らに課し，この課題に積極果敢に取り組まれてい

ます。研究者としての先生の若々しい情熱に改めて触れる思いがしたのは私だけではないはずで

す。

　先生は国際的な研究交流の面でも ，ロシアや東欧をはじめとする多くの研究者 ・研究機関との

研究交流などを中心に，終始活発な取り組みをされてきました。最近ではたとえば，本学の人文

科学研究所とロシア連邦労働省付属労働研究所 ・科学アカデミー東洋学研究所との間で９５年以降

毎年開催されているｒ国際シンポジウム」の中心的役割を果してこられました。先生はまた長年

にわたって「比較経済体制学会」の代表幹事や「比較経営学会」の理事をつとめられるなと ，こ

の分野における我が国の指導的な研究者の一人として重きをなしてこられました 。

　先生はまた教育に対してきわめて熱心に取り組まれてきました。学生の間でｒ仏の…」と伝え

られてきた限りなく真撃で暖かい先生の人柄と深い学識は多くの学生を惹きつけるのに十分であ

ったに相違なく ，それが証拠に芦田ゼミは経済学部の人気ゼミのひとつでありつづけてきました 。

このゼミで学んだことを誇りにして杜会の第　線で活躍されている多数の卒業生がおられます 。

　芦田先生は，学内行政の面でも大きな役割を果たしてこられました。１９７４年度に経済学部主事
，

７８年度に経済学部長代行，７８年度に学生部次長，８６ ・８７年度には教学部長と要職を歴任され，今

日の立命館大学興隆の基礎を築いてこられました。とりわけ９１～９３年度には立命館副総長 ・立命

館大学副学長の重責を担われ，大学教学改革をはじめ立命館学園の発展に向けて大きな役割を果

たされました 。

　９４ ・９５年度のぴわこ草津キャンパス（ＢＫＣ）への学部移転の課題に際しては学部の議論に積極

的に参加され，新コース制の導入など学部専門カリキュラムの刷新，理工および経営両学部との

ジョ イントによる新コース（文理総合インスティテユート）の創設など，新たなキャンパスでの経

済学部新展開の基本的骨格づくりの検討に少なからぬ役割を果たされました。また先生には１９９８

年度に経済学部創立５０周年記念事業の実行委員会委員長に就任していただき ，記念論文集や学部

５０年史 ・写真集の編集，記念式典や記念シンポジウムの開催，募金活動なと記念事業全体の釆配

を振るっていただきました。このほかにもこの数年問，国庫助成に関する全国私立大学教授会連

合代表，立命館百年史編纂室主幹 ・副室長，学校法人立命館評議委員会副議長，経済学部人事委

員長などの要職に就いていただいておりました 。

　２１世紀を目前にした今日 ，これからの大学における研究と教育，そして経済学と経済学部のあ

り方について広く深い問い直しが必要となっていると思われます。また，２１世紀を目指して経済

学部の一層の改革をも考えなければならないことは言うまでもありません。このような時に，芦

田先生がご退任になることは経済学部にとって誠に残念なことでありますが，これも時の定めと
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あれば致し方ありません。私ども経済学部教授会は，先生の長年に及ぶご功績に対して名誉教授

の称号をお贈りすることによって，私どもの微意を表したいと考えます 。

　幸い先生はお元気であり ，こ退職後も本学の特別任用教授に就任していただく予定ですから
，

今後とも先生のお教えを受ける機会は残されています 。

　今後とも一層のご指導とご鞭捷をお願い申しあげるとともに，先生のますますのご健勝とご発

展を心から祈念して，送別の言葉とさせていただきます 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９９９年８月

（２５１）



芦蘭 文夫敦授 近彰
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